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※ 以下、特に説明の無い数値は肯定的な意見の割合［単位%］である。 

※ （ ）内は R５年度数値。 

 

【生徒】 

本校を選んだ理由として最も高いのが、「自由な校風だから」が 45.６（47.5）であ

る。学年ごとの特徴としては、2 年生が「大学進学を考え勉強したいから」が 6.0%、

3年生は「部活動をしたいから」が 7.9％と、他の学年と比較して高い値となっている

一方、1年生は、ほぼ全体の平均値に近い値となっている。 

「学校へ行くのが楽しいですか。」においては、2年生の「とても思う」が 60.4％と

突出した値となっている。 

授業については、「自分の学力向上に役立っている。」が 94.4（91.3）。進路指導に

ついては、「将来について考える機会がある。」が 96.6（95.5）であり、総合的な探究

の時間を中心としたキャリアデザインの取組みが定着してきている。 

全体を通して、「非常に～」「とても～」など強く肯定的な感想を持つ生徒の割合が増

加している。 

 

【保護者】 

「進路指導について」75.9（76.2） 

「進路に関する情報の伝わり方」64.6（66.8） 

「学校の情報提供」が 81.7（82.2）       が減少している。 

また、「スクールカウンセラーによるカウンセリング等についての認知」について「知

らない」との回答は、43.3（40.9）は増加しており、情報発信について、引き続き取

組みを充実していきたい。 

 

【その他】 

教育相談体制については、生徒の「担任以外に気軽に相談できる先生がいる」が昨年

度と同様の 68.4であるが、2年生においては 75.8（66.6）と大幅に増加した。 

「困っていることがあれば真剣に対応してくれる」が 96.6（92.8）で増加している。 

生徒１人１台端末については、「クロームブックは役立っているか」の問いに対して、

生徒 57（56.1）、保護者では、74.7（72.8）と、端末の活用が定着してきている。 


